
　　　ガザの状況は3年を迎えようとしています。イラン攻撃
が開始されて以降、ガザについてのニュースは激減しました。
イスラエル軍の攻撃で犠牲者が一度にたくさん出た時以外
は、忘れられているようです。しかし、とても人が住むような
環境ではない場所で、200万人が生活していることに変わり
はありません。イスラエル軍の攻撃は続いています。25年10
月の「停戦合意」以降だけでも1,000人が犠牲になっていま
す。しかも、いつだれが攻撃されるのか、不安が高まっていま
す。NGOの職員も例外ではなく、皆心配をしています。
　ガザは無秩序になっています。プライバシーもない生活の
中でストレスをためた人々は攻撃的になり、氏族対立なども
激化しています。イスラエル軍だけでなく、武装したギャング
集団も生まれ、最初は「イエローライン（イスラエル軍が設け
た境界、ガザの約60%がイエローラインの外側にある）」の
付近だけでしたが、最近はガザ市など中心地でも殺人や誘拐、
窃盗などが繰り返されていて、ガザ全体が警察もいない無法
地帯と化し、子どもを外に出すこともできません。

　　　なんども繰り返してお話していますが、状況は悪化し
ているとしか言えません。80%の人はテントで暮らしています。
テントという名前ですが、薄いビニールで覆っただけのもの
です。人々はお腹をすかしていて、水と食料や燃料になるもの
を探して朝早くからさまよっています。夏になって猛暑が続き、

ビニールの中にはとても居られないのです。しかもそこら一面
が汚れていて、伝染病が蔓延し、テントの中をネズミが走り回
り、乳幼児を噛んでいます。
　パレスチナ子どものキャンペーンでは、ガザ市やガザ北部、
ガザ中部だけでなく、ガザ南部でも支援を続けています。南
部のマワシ地域（過去にイスラエルの入植地があった砂地）
には、ハンユニスとラファの住民が集中して避難しているため、
汚染が特に進んでいます。海岸はテントで埋まっていて、汚水
が海に流入していますが、その横で子どもたちが泳いでいま
す。子どもたちは他に行くところがないのです。子どもたちは
シャワーを浴びることもできず、夏になっているのに冬服のま
まです。テントにはトイレがないため、穴を掘って用をたすか、
ビニール袋に用をたしてゴミの山に捨てるしかありませんから、
ガザ中がものすごい悪臭に包まれています。衛生教育が必要
ですが、南部での私たちの子ども支援活動に参加しているの
は900人位で、安全性の問題もあって規模の拡大が難しいの
は辛いところです。

　　　ガザはひどい衛生状態で、テントの中をネズミが走り
回っていて、子どもが嚙まれたりしていますが、最近、殺鼠剤
を食べて子どもが亡くなる事件が起きました。子どもたちは
好奇心が強いだけでなく、お腹を空かしているからなんです。

　　　ガザには食料が十分に搬入されているとイスラエル軍
は言っていますが、入ってくるのは商業物資だけです。人道物
資はほとんどないうえに、商業物資もひどい偏りがあります。
例えば、いまガザの店にはコカ・コーラやペプシコーラ、ポテ
トチップスやチョコレートが山積みされています。しかし、野
菜や肉など基本的な食料は不足しています。トラックが200
台入ったと聞いても、それがすべてコーラだったりするわけで
す。また、この前は長い間入手できなかった卵が突然大量に
搬入されました。しかし保存状態が悪く、腐敗しているものを
食べてお腹を壊した人たちがたくさん出ました。当会とアトフ
ァルナが協働している炊き出しはとても評判が良いのですが、
物資が不足し高騰しているため、このところは肉を入れること
ができなくなっています。また、障がい者家庭などへ料理を届
けることも燃料不足で難しくなっています。
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ガザの現実を直視してほしい
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話を聞きました。 別々のインタビューでしたが、まとめてご紹介します。
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　　　日々の糧を得られずに人々は苦しんでいます。5家族
に1家族は1日に1食しか食べていないと、国連は伝えていま
すが、支援物資はほとんど届いていません。ユニセフやWFP
（世界食糧計画）のトラックは1日に3台程度しか入っていな
いと言われます。WFPの食料配布は、家族1週間分の豆、米、
小麦、缶詰、油などが入った箱が3か月に1回配布されていま
したが、その回数も減っています。ユニセフはこの冬、マットレ
スや冬物衣類を一部で配りましたが、UNRWAは物資搬入
が許可されないために配布をしておらず、国際NGO団体の
多くはイスラエル政府への登録ができなくなったため、物資
を入れることが許可されません。そのため市場に物はあるけ
れど、それは商業物資で、とても高価で普通の人には手が届
かないのです。
 

　　　6月7日にイスラエルとイランの戦闘が再開した直後
に検問所がすべて閉鎖されてしまい、その結果、ガザへの食
料や燃料など全ての物資搬入が数日にわたって止まりました。
そうなると、炊き出しの食材や燃料が高騰し、国連からの燃
料の支給も止まります。いつ再開されるかは分かりませんか
ら、物資をできるだけ長く保ちながら、支援活動を継続する
ために、急いで計画変更をしなければなりませんでした。こう
いうことがしょっちゅう起こります。

　　　炊き出しに使う木材が大変高価になっています。ガザ
にはプロパンガスはなく、森もないので、木材と言えば輸送
に使うパレット（荷物を載せて運ぶ木製すのこ）しかありませ

ん。物資と一緒に入ってきたパレットを壊して燃やしているわ
けです。それが1キロ4ドルかかりますが、炊き出しには1日に
200キロの木材が必要なんですよ。その価格だけでも莫大で
す。電気代だけでも月に15,000ドルかかっていて、活動を維
持するのも大きなストレスです。
　こうした状況のため、最近は炊き出しを続けている団体
も減っていて、米国のNGO「ワールドセントラルキッチン」
（WCK）もガザ中部の炊き出しを中止してしまい、炊き出し
を受けていた人たちだけでなく働いていた400人が職を失い
ました。この団体は時々アトファルナの炊き出しに食材の現物
を寄付してくれますが、運営資金や働いている人の給与は出
してくれません。UNFPA（国連人口基金）が時々食料品のパ
ッケージを配布していますが、搬入が難しく最近はUNFPA
もバウチャー（クーポン）の配布に切り替えました。それを使っ
て、「3年間で初めて果物を食べた」と言っていた人もいました。
　ガザの中では農産物はほとんど作られておらず、あったとし
てもごく少なくまた大変に高価です。というのは、肥料も種子
も殺虫剤も灌漑用のビニールパイプもガザに入ってこないか
らです。WFPのパンの補助も減っていて、パン屋の数も減っ
ています。「停戦」で世界の関心は減ってしまい、国連も資金
が集まらずにいるのです。貧困ライン以下の人たちの数は、昨
年末より85%増えたと言われています。私たちは再び飢餓が
蔓延するのではととても心配しています。

　　　診療所のソーラーパネルは破壊されたままで、ガザに
は搬入されず、電気を買わないとならないのです。国連などは
医薬品や栄養剤などの現物を支給してくれますが、電気代や
スタッフの給与はカバーしてくれません。その点、日本の支援
はそのあたりを理解してくれているので、大変に助かっていま
す。バスなど公共交通手段がなくなってしまいました。その代
わりとしてロバ車だけでなく、10人か15人が乗れるキャビン
という名前の箱を引いた車もありますが、簡単な作りで大変
危険です。医療スタッフを確保するため、送り迎えをしていま
すが、大変遠くから通っている人もいて、交通手段の確保も一
苦労です。

　　　燃料がないだけでなく、タイヤやエンジンオイルがあり
ません。3年以上、新しい車もタイヤもオイルもガザには入ら
ず、タイヤの値段は以前の2,000倍、オイルの値段も1,000倍
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になりました。舗装はなくなり、ガレキだらけでひどい道路状
態ですから、車を維持するのも簡単ではありません。

　　　給水の課題もあります。ガザ全体では、テント村が
1,000か所ほどもあります。パレスチナ子どものキャンペーン
は毎日100トンくらい給水車を回していますが、とても間に合
いません。しかしインフラが破壊されているので、こうしたテ
ント村全体を網羅する給水は不可能です。
　当会の給水は、水質がとても良いとユニセフから太鼓判を
押されていますが、汚染された塩分の多い地下水を浄水する
ためのフィルターの在庫が不足しています。しかし、フィルタ
ーの搬入も制限されたままで、また浄水に必要な発電機を動
かす燃料の搬入も制限されたままなのです。
 ガザの面積の60%以上はイスラエル軍が占領し、ガザの東
部にはイエローラインというイスラエル軍が設置した境界が
作られていますが、その近くにもテント村があります。しかし、
イエローラインの近くは特に危険です。イスラエル軍だけでな
く、イスラエル軍に協力するパレスチナ人民兵組織からも攻撃
されるからです。
　こうした緊張状況のため、人々の警戒感が高まっています。
以前は気軽にインタビューに答えてくれた人たちも、身構えて
しまい断られることも増えました。街頭で写真を撮ることも難
しくなっています。誰がいちゃもんをつけてくるか分からない
からです。人々の不信感が高まっているのです。

　　　治安状態が悪化しているため、活動を午後2時には終
えなければなりません。女性のスタッフが多いので、送り迎え
をしないとならないためです。

　
　　　アトファルナの数学教員だったサマハさんが、癌のた
めに亡くなりました。彼女自身も聴覚障がい者で、アトファル
ナろう学校の卒業生。まだ40歳でした。ガザの中では治療が
できないため、医療搬送でエジプトやヨルダンなどに出て治
療が必要だったのですが、国境が閉まったままで順番が回っ

てこず、治療を受けることができなかったためです。

　　　ガザではほとんどの医療施設が破壊され、基本的な
医薬品も足りません。時々、国連機関が医薬品を搬入してい
ますが、絶対量が足りません。衛生用品やおむつも搬入され
ていないのです。検査機器もありません。私たちのクリニック
でも様々な検査機器が必要ですが、どこにも見つけられない
のです。幸いなことに歯科機材を皆さんの支援で購入できた
ので、3月になって歯科を再開することができました。たくさ
んの人たちが受診しています。
　一日に1食しか食べていない家族が20%を超えるようにな
りました。貧血や栄養不良の女性や子どもが増えてきていて、
再び25年の夏のような飢餓が始まるのではと大変憂慮して
います。幸いなことに栄養強化のビスケットは国連がガザに
入れることができているので重宝していますが、基本的な食
料、小麦粉や肉、乳製品、野菜、果物などが必要な量入って
こないで、栄養強化ビスケットがあるというのは本末転倒な
状態です。炊き出しを継続している団体も減ってきていて、妊
婦、授乳中の女性、乳幼児、慢性疾患の人たちが必要な薬も
食料もないのです。

　
　　　以前もお話しましたが、ガザには車いすや杖などの補
助装具の搬入が認められず、補聴器と補聴器に必要なバッテ
リーも25年12月以降は入ってきません。そのため、多くの障
がい者が補助装具へアクセスできない状態です。この2年半
以上の攻撃で、ガザには新たに4万人の障がい者が生まれた
と言われますが、その人たちはほぼ放置されたままです。テン
トの中にはトイレもなく、トイレに行くのに補助が必要な人た
ちは家族の「重荷」になっています。そのため、虐待なども増
加していると報告されています。
　また、聴覚に障害がある新生児が増えていることが分かっ
てきました。アトファルナの耳鼻科医が検査したところ、10人
のうち6、7人という大変な数の子どもたちの聴力に問題があ
るようです。新生児の脳波検査ができるよう、国連に機材を
依頼していて、今後、早期検査を19,000人に実施する予定で
す。新生児だけでなく、ガザでは新たに35,000人が聴力に問
題を抱えていると予測をしています。爆撃、飢餓、妊産婦への
ケア不足、などが原因ではないでしょうか。

　　　道路は行き場のない子どもたちでいっぱいです。ガザ
市や北部では、公立学校は再開されておらず、10歳くらいの
子どもたちは鉛筆の持ち方も知らず、自分の名前を書くこと
も出来なくなっています。戦争が始まる前もコロナ禍で、教
育を十分に受けられなかった子どもたちがほとんどなので、
「失われた世代」が拡大しています。インターネット接続も限
界があるので、オンライン授業は現実的ではなく、私立学校
は授業を再開していますがテントであることには変わりなく、
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また授業料を払える人は限られています。そして、水汲みや兄
弟の世話など、学校に行く余裕がない子どもたちも増えてい
ます。

　　　南部では、今年の1月から学校が再開されました。とは
いうものの週に3日、1日3時間で、居場所のない子どもたちが
たくさんいます。昨年までは学校の代わりの学習中心の活動
をしてきましたが、今年は放課後の課外活動を中心にしてい
ます。

　　　ガザの人たちは3年という長い間、平和を望んでは期
待を裏切られ続けてきました。家庭内も暗くなっています。私
の家でも、冗談好きだった父も母も笑いを忘れ、失ったもの
の大きさを嘆く言葉しか出なくなりました。子どもは、海外に
いる親せきの子どもをうらやんで、「なぜ僕だけどこにも行け
ないんだ」と泣いています。戦争が始まった時には生まれたば
かりだった子どもも3歳になりましたが、戦争しか知らない幼
児に、どんな言葉をかけられるでしょうか。5月にはイスラム
教の「イード」(メッカ巡礼の祝日)がありました。かつては、イ
ードは家族や親せきが集って羊肉を食べる楽しい日でしたが、
親戚が集まれば、亡くなった人たちのことをいやでも思い出す
わけで、いまは亡くなった家族を悼み、泣く日になってしまい
ました。

　　　私たちの団体では、ニーズが膨大なためにスタッフの
数が3年前の1.5倍の300人になっていて、その人たちの生活
を守らないとなりません。また私の収入に頼っている家族や
親族が25人もいるので、個人的にも大きな責任がかかってい
ます。ストレスを解消するために、多くの人が吸っていた煙草
は信じられないほど高いので、ほとんどの人が吸えなくなりま
したが、ストレスからくる糖尿病にかかった人が増えました。
しかし、ガザに糖尿病の薬はありません。
　自分自身をリフレッシュする余裕はありませんが、寝る前に
ユーチューブで、日本の景色を見たり、日本の子どもが料理を
したり、職人がものを創ったりするビデオを30分ほど見るよ
うにしています。そして、心を落ち着かせて眠りに入ります。

　　　名ばかりの停戦で、世界はガザのことを忘れているよ

うです。最近UNDP（国連開発計画）の所長と話しましたが、
「外から見ているガザと実際のガザは違う、二つのガザがあ
るんだね」と言っていました。ガザの現実を、知ってほしいと
思います。

　　　世界中で戦争が起こっていて、多くの避難民が国の内
外に逃げられています。しかし、私たちにはどこにも逃げ場が
ありません。だから、常に最悪を予測し、頭を働かせないとな
らないのです。24時間ずっと神経をとがらせていますが、どこ
を見回してもガレキで、灰色の埃で満ちた世界です。リラック
スできる場所もありません。そこで、最近再開されたジムに通
い始めました。体を動かすことに集中することで、30分程度
でもいろんなことを忘れる時間を取っています。そうやって自
分を守るしかありません。元々農家だった同僚の家族は、壊さ
れた家の横で畑を再開しました。何かをすることで、心理的な
安定とレジリアンス(復元力)を保つ必要があるのです。幸い
私たちは、支援活動を続けて、同胞を助けるという仕事があ
るので、正気を保っているといえます。今後もガザの私たちの
ことを忘れないで、支援を続けてください。

　　　ガザの人たちは今、新たなストレスに直面しています。
この状況が続く限り、治癒することはありませんが、スタッフ
が楽しむ企画をし、また必要な医療支援を進めています。
　ともかくも、私たちは生き延びていて、挑戦し続けています。
アトファルナのインクルーシブ教育（障がいのある子もない
子も一緒の場で教育を受ける）は、こんな状況でも続けてい
ます。そして、最も脆弱な障がいのある人たちを支えるために、
できる限りを続けるつもりです。

　　　私たちも診療所の患者さんと同じく被災者ですが、同
胞のためにベストを尽くしています。ガザは豊かではなかった
けれど、普通の生活をしていました。停電は多かったけれども
冷蔵庫やテレビがあり、多くの家には水洗のトイレがありま
した。それがいまでは、がれきを避けるために道路や海岸に
あるビニールで覆われた小屋に住み、トイレもシャワーもなく、
埃だらけで虫とネズミに囲まれた生活をしています。また1日
に1食しか食べていない家族が増えています。この3年間、私
たちはこの生活に慣れようと努力をし、生き抜いてきました。
どうか皆さんがこうした非人間的な状況を直視し、忘れない
でくださるよう、お願いいたします。

（インタビューは6月8日から14日に実施しました）

ガザでは、水や食料の不足、衛生状態の悪化、希望のなさ
など、人々は肉体的にも精神的にも疲弊しています。それは
支援を受けている脆弱な人たちだけでなく、支援活動を中
心で担っているNGO職員も同じです。彼らの意思と行動に
敬意を払うだけでなく、物心両面で支えていきたいと痛感
しています。
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